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世界遺産斎場御嶽における来訪者の特性とスピリチュアリティ
－日本人・外国人来訪者の行動比較を通して－
卯田卓矢
名桜大学国際学群
本研究は世界遺産の斎場御嶽を対象に日本人および外国人来訪者の特性とスピリチュアリティの関
係を明らかにした。斎場御嶽は世界遺産登録以降に来訪者が急増し，とくに近年は東アジアからの外
国人も訪れるようになった。外国人来訪者の約7割を占める台湾人と韓国人はいずれも来訪後に斎場御
嶽に関する知識の増加がみられ，なかでも台湾人の増加率が高かった。日本人の多くはスピリチュア
ルな関心を有していたが，来訪者の中には「巡礼者＞ツーリスト」型と「巡礼者＜ツーリスト」型の
二つのタイプが確認できた。また，斎場御嶽に複数回訪れている日本人は前者のタイプと位置づけら
れるものの，斎場御嶽の俗化を度々経験することで後者のタイプへ変化する傾向にあることが示唆さ
れた。他方で，外国人来訪者とスピリチュアリティの関係については，台湾人の中にスピリチュアル
な関心がある者が存在したが，来訪動機との関係から「巡礼者＜ツーリスト」型に該当すると考えら
れた。
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Ⅰ　はじめに
日本の世界遺産には宗教的性格を有する場所が
多数登録されている。それらの中には世界遺産
登録以前から全国的スケールで参拝者を集める
場所，あるいは「定番の観光地」（淡野，2008：
93）としての神社仏閣に加えて，長崎県のカト
リック教会や沖縄県の斎
せー
場
ふぁ
御
う
嶽
たき
のようにローカル
な信仰の場が新たに世界遺産となるケースも存在
する。後者の聖地では登録により場所の価値が
ローカルからグローバルに転換するとともに（工
藤，2011），世界遺産の「お墨付き」のもとで観
光商品化が進行し，来訪者が急増するなどの変化
が生じることが少なくない（才津，2009；西村，
2017）。とくに歴史や文化への関心が高いとされ
る団塊世代においては，グローバルなブランド力
を有した世界遺産の聖地は重要な観光アトラク
ションの一つと捉えられ，個人・団体を含め多数
の人びとが訪れる（松井，2013：85）。
他方，近年になるとこうした場所には日本人に
加えて，インバウンドの旅行者も目立つように
なった。日本では2003年に始まった国主導の外
国人旅行者誘致活動であるビジット・ジャパン・
キャンペーンを背景に訪日外国人旅行者が増加
し，2013年には当初の政府目標であった年間1,000
万人を突破した（矢ケ崎，2017：19-22）。外国人
旅行者はその後も増加し続け，2017年現在では
約2,869万人となっている1）。外国人旅行者の訪
問先は従来，東京を中心に主要都市およびその周
辺地域を周遊するいわゆるゴールデンルートが一
般的であった（呉羽・金，2009など）。しかし，
2000年代後半ごろからはこのルートに加えて，
中部圏の昇竜道（ドラゴンルート）に代表される
ように，地方の景勝地や温泉地への来訪も波及す
るようになった（大薮，2017）。その中で，地方
に所在する世界遺産の聖地も「見るべき」対象
（安福，1998）として注目されている（「国際人
流」編集局，2008など）。たとえば，2004年に世
界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」に登録された
熊野古道（田辺，中
なか
辺
へ
路
ち
，百間山，みなべ）では
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外国人宿泊者数が2011年の23,772人から2016年
に64,095人と急増した。また，高野山の外国人宿
泊者数は世界遺産登録以降，東日本大震災（2011
年）の時期を除いて毎年増加し，2016年には登
録年の約6倍にあたる76,645人となっている2）。 
これらの場所はグローバルな聖地に変貌しつつあ
ると捉えることができる。
一方で，世界遺産に登録された聖地の中には
「スピリチュアルな関心」から新たに多くの人び
とを集める場所も存在する。世俗化と私事化が急
速に進行する現代は，既存の教団や制度宗教的領
域とは異なる個人的な解釈に基づいた宗教性やス
ピリチュアリティ（精神性，霊性）に対する関心
が高まっている（山中，2017；島薗，2012）。そ
の中で，一部の聖地がそうした観念を体現できる
スピリチュアルスポット，またはパワースポット
と位置づけられ，訪れるべき場所となった3）。パ
ワースポットとして注目される場所は既存の神社
仏閣や景勝地が多いとされ（塚田・碧海，2011），
これらの場所では従来とは異なる要素（癒し，エ
ネルギーなど）が強調され，編集されることでス
ピリチュアリティを嗜好する人びとが訪れるとい
う（岡本，2015：158：小寺，2011）。また，こう
したスピリチュアリティへの関心は近年の世界
的潮流とされ，関連する聖地や巡礼道を巡る者
が増加している（Timothy and Olsen eds，2006；
Stausberg，2010；山中，2012 bなど）。先の熊野
古道を訪れる外国人の中には，伝統的な信仰でも
単なる観光でもないスピリチュアリティを求めて
来訪する者が少なくないとの指摘もある（岡本，
2015：103-104）。そのことから，世界遺産登録後
の聖地における来訪者の動態を捉えるには，近年
増加傾向にある外国人旅行者に加えて，スピリ
チュアリティを嗜好する来訪者にも注視し，分析
する必要があるだろう。
日本を対象にした世界遺産に関しては，1993
年の「屋久島」や1995年の「白川郷・五箇山の
合掌造り集落」の登録などを機に研究が蓄積され
るようになった。そこでは，世界遺産と観光の
結びつきによる経済効果や雇用創出などのポジ
ティブな影響（佐藤，1999；毛利，2008；新井，
2008）のほか，観光客の集中によって生じる構成
資産の破損・消耗（牧田ほか，2002），周辺地域
の景観変容および生活環境の破壊（才津，2009；
鈴木，2013）などのネガティブな影響も報告され
てきた。
また，こうした正負の影響を大きく左右する観
光客の動向に焦点を当てた研究も少なくない。渡
辺ほか（2008）は日本の自然遺産を取り上げ，登
録年前後の観光客数の変化と特徴を分析した。ま
た，服藤（2005）や長谷川（2010）は日本国内の
全登録地を対象に観光客の変化を類型化し，観光
客の増減は既存の知名度や当該自治体の観光振興
策により地域的差異が生じることを明らかにし
た。しかし，川浪（2016）が指摘するようにこれ
らの研究は観光客数自体の増減に注目する傾向に
あり，観光客の質的な側面，すなわち観光客が世
界遺産にどのような印象を抱くのか，また世界遺
産の登録によって観光客の行動に変化が生じるの
かなどの点は十分に検討されていない。加えて，
世界遺産を訪れる外国人旅行者のタイプや行動パ
ターンについても不明な部分が多い。その中で，
川浪（2016）は小笠原諸島を事例に，世界遺産登
録前後の観光客の質的変化を属性および観光行動
から考察した。また，市川ほか（2016）は白川郷
を訪れる日本人と外国人旅行者の双方を対象に，
観光行動の特性や来訪前後の印象を分析すること
を通して，世界遺産観光の実態を明らかにした。
この市川ほかの研究は日本人だけでなく，外国人
旅行者の質的側面に着目している点で重要であ
る。
他方，聖地と世界遺産の関係についてはこれ
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まで主に長崎県のキリシタン関連遺産群を対象
に，世界遺産登録運動の実態やそれに伴う地域変
容，また聖地に関わるアクターの動向などの観点
から研究が進められてきた（木村，2007；山中，
2007；松井，2008；2013；池田，2016；2017など）。 
しかし，来訪者に関しては松井（2008）や山中
（2007）がイベントおよびツアー参加者の特徴に
触れているものの，量的・質的側面を含めて十分
に論究されていない。また，外国人旅行者に対し
ては高野山を対象に外国人の訪問回数や旅行費
用，満足度などを検討した竹田・工藤（2016）や
後述する門田の研究などを除き，ほとんど視野に
入れられていない。既往の研究は登録地域または
登録運動が展開されている地域側の変化に関心が
集中し，外国人を含む来訪者の動向自体に焦点が
当てられることは少なかった。
以上の研究状況に対し，斎場御嶽を対象とし
た門田の一連の研究は注目される。斎場御嶽は
2000年に登録された世界遺産「琉球王国のグス
ク及び関連遺産群」（以下，遺産群）の構成資産
の一つであり，また2000年代後半ごろからはパ
ワースポットとしても注目を集めている場所であ
る。門田（2017 a）は近年増加しつつある外国人
来訪者の意識を検討し，沖縄の文化的知識を有し
ない外国人にとって斎場御嶽を理解することは
容易ではないことを指摘した。また，その背景に
は沖縄側が重視する文化的要素を軸とした自己表
象と，外国人が期待する沖縄イメージにズレがあ
ることを示唆した。他方で，門田（2017 b）では
パワースポットとして注目されて以降の斎場御嶽
の来訪者の変化に焦点を当て，来訪者が従来から
の県内外観光客を中心とした「普通の」観光客に
加えて，近年はメディアで流通したパワースポッ
トのイメージを確認・追体験したり，独自の祈り
を捧げたりする「スピリチュアルな人」が増加し
ていることを明らかにした。門田の研究は上記し
た外国人旅行者およびパワースポットによる影響
の両側面に注目しており，世界遺産登録後の聖地
の動態を理解する上で貴重な成果と位置づけられ
る。また，斎場御嶽はこれら両側面の性格を有し
ており，研究対象として重要な意味を持つ。
ただ，門田の研究に対しては以下の課題を指摘
できる。外国人来訪者の分析では香港からのイン
ターンシップ生1名の言説を中心に論じており，
外国人の行動パターンを析出するまでには至って
いない。とくに，後述するように斎場御嶽を訪れ
る外国人は台湾人と韓国人が全体の半数以上を占
めているが，両者の詳しい検討は行われていな
い。また，斎場御嶽とスピリチュアリティの関係
についても，新たな来訪者である「スピリチュア
ルな人」の存在やその簡単な分類はなされている
ものの，「スピリチュアルな人」は斎場御嶽を具
体的にどのように意識し，行動しているのか，「ス
ピリチュアルな人」の中でも意識に差異があるの
かなどの詳しい分析は行われていない。加えて，
外国人来訪者とスピリチュアリティの関係も述べ
られていない。斎場御嶽の来訪者を捉えるには，
門田の視点や成果を踏まえつつ，これらの点をよ
り詳細かつ多面的に検討することが求められるだ
ろう。
本稿は以上の課題から，沖縄県の斎場御嶽を対
象に近年増加傾向にある外国人，およびスピリ
チュアリティの2点に注目することを通して，世
界遺産登録後における斎場御嶽の来訪者の特性を
明らかにする。本稿は日本人と外国人の来訪者を
対象に実施したアンケート調査に基づきその行動
特性を解明する。具体的な研究手順として，Ⅱで
は沖縄県の観光の特徴と近年のインバウンドを整
理する。Ⅲでは斎場御嶽の概要および来訪者の現
状を統計資料から検討し，Ⅳでアンケートの分析
を通して日本人と外国人来訪者それぞれの行動特
性を明らかにする。
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Ⅱ　沖縄県の観光動向とインバウンド
１．沖縄県の観光の歴史的展開と特徴
戦後沖縄の観光発展は日本復帰後の1975年に
開催された沖縄国際海洋博覧会（以下，海洋博）
が契機とされる（図1）（梅田，2003）。海洋博は「海
－その望ましい未来」をテーマに沖縄本島（以下，
本島）北部の本部半島を会場に1975年7月から翌
76年1月までの183日間開催され，会期中に348
万人を動員した。本島では海洋博開催までの期間
に，第一次沖縄振興開発計画（1972年5月策定）
に基づいて本島中南部に大型ホテルが建設された
ほか，南北を縦貫する国道58号や沖縄自動車道
（石川－許田間）が整備されるなど，観光インフ
ラの基盤が形作られた（多田，2004：36-54）。また，
これら一連の観光開発に連動する形で，1977年に
日本航空，翌年には全日本空輸により沖縄キャン
ペーンが本格的に開始された。そこでは，「輝く
太陽，青い海，白い砂浜」などの南国イメージを
強調した誘客策が展開された。沖縄県への入域観
光客数は，海洋博翌年は83万6,108人と減少した
ものの，その後は順調に増加し，1980年に180万
8,036人，1990年 に295万8,200人，2000年 に452
万1,200人，2010年に585万5,100人となった4）。
沖縄県における観光アトラクションは従来，先
の沖縄キャンペーンで強調されていたように南国
イメージが中心であった。観光客にとっては他所
では見られない海岸景観や亜熱帯性植物などが重
要な観光アトラクションとなっていた。しかし，
1990年代以降になるとこれまで知識人や一部の
観光客にしか認知されていなかった沖縄（琉球）
の歴史，文化に対する関心が高まった。その背
景には1992年の首里城の復元とともに，NHK大
河ドラマ「琉球の風」（1993年）やNHK連続テ
レビ小説「ちゅらさん」（2001年）の放映などに
代表されるメディア表象が大きく関係した（原，
2000）。さらに，2000年における「遺産群」の世
界遺産登録は沖縄の歴史への認知や関心を一気に
高める重要な契機となった（梅田，2003）。沖縄
県はこの新たな動きを受けて，観光振興策に琉球
舞踊やエイサーの鑑賞などの文化観光の促進を組
み込むとともに，1993年に琉球舞踊の定期公演
「かりゆし芸能公演」を開始した。また，2022年
（平成33年度）までの県の基本方針を示した『第
5次沖縄県観光振興基本計画』には，世界遺産の
整備・活用や文化芸能の観光価値化を含む「沖縄
版文化観光の推進」を重要課題の一つと位置づけ
ている。
他方で，沖縄県の観光の特徴として国内観光客
のリピート率の高さを挙げることができる。県
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　  図1　 沖縄県における入域観光客数の推移 
（1972～2017年）
 （沖縄県『平成29年版観光要覧』により作成）
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の『観光要覧』によると，年間約185万人の入域
観光客があった1983年は初回者が全体の8割とほ
とんどを占めていた。しかし，初回者はその後漸
次低下するとともに，リピーターの割合が増加し
た。そして，1997年ごろには初回者とリピーター
の割合が同率となり，その後はリピーターが急増
する形となった。2017年の国内観光客全体に占
めるリピーターの割合は86.6％である。この高い
リピート率の要因には，格安航空会社（LCC）の
参入による路線数の拡大や航空料金の低廉化，先
述した観光アトラクションの多様化などが関係し
ていると推察される。
２．沖縄県におけるインバウンドツーリズム
１）外国人旅行者の増加と背景
沖縄県の入域観光客は1970年代後半から現在
に至るまでその大半が国内観光客によって占めら
れている。しかし，近年，外国人旅行者の増加
が確認できる。先の図1をみると，外国人旅行者
は2000年代後半ごろまで年間約10～20万人とほ
とんど変化なく推移していたが，その後は漸増
し，とくに2012年以降に急増している。具体的
には，2013年が55万800人，2014年が89万3,500
人2015年が150万1,200人，2016年が208万2,100
人，2017年が254万2,200人と急激に増加した。
図2は2010～2016年の国籍・地域別における
外国人旅行者の推移を示したものである。この期
間を通して台湾人旅行者の割合が高く，全体の約
3～5割となっている。また，2013年ごろからは
韓国人旅行者も増加し，2016年現在では台湾人
とほぼ同率に達している。さらに，2014年以降
になると中国人旅行者に大幅な増加がみられる。
外国人旅行者は以上の三つの国・地域および香港
を合わせると全体の約8割と大半を占め，これら
東アジア諸地域が沖縄県におけるインバウンドの
主要な供給地であることがわかる。その中で，台
湾と韓国の旅行者の推移に注目すると，外国人旅
行者の増加が顕著にみられた2014年以降におい
て，台湾人は2014年が34万5,082人，2015年が
34万2,394人，2016年が42万103人，また韓国人
はそれぞれ15万4,668人，29万7,632人，43万1,941
人と急増している。そのことから，近年の増加は
台湾人と韓国人の動向が大きく関係していること
が看取される。
以上の外国人旅行者の増加には先のビジット・
ジャパン・キャンペーンやビザ発給要件の緩和，
円安などの国家間の要因とともに，以下の沖縄県
独自の要因も関係している。
第一に，オープンスカイ協定による航空会社の
新規参入と路線拡充である。オープンスカイ協定
とは締結国・地域間で空港の発着枠，航空路線，
便数などを自由に決定できる航空協定のことで
ある。日本では2010年のアメリカ合衆国を嚆矢
に，韓国（2010年），マレーシア，香港，台湾（以
0
30
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2016201520142013201220112010
（万人）
（年）
中国 台湾 香港
韓国 アメリカ合衆国 その他
図2　 沖縄県における国籍・地域別外国人旅行者
の推移（2010～2016年）
 （沖縄県『平成28年版観光要覧』により作成）
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上，2011年），中国，タイ（以上，2012年）など，
2018年現在33か国・地域と協定を締結している。
これにより締結国・地域間における航空会社の新
規就航が容易となったが，沖縄県ではこの協定以
降に多数の航空会社が参入した。とくに，台湾，
韓国，香港の各路線に新規航空会社が相次いで参
入し，提供座席数の大幅な増加がみられた。締結
前後の全路線における提供座席数（週）を比較す
ると，締結前の2009年は3,634席であったのに対
し，2017年には41,442席と10倍以上に増加した。
また，2015年ごろからは中国の地方都市（天津，
杭州，南京など）からの就航も始まった。その中
でも台北－那覇間およびソウル－那覇間の路線は
便数，提供座席数ともに他都市と比べ増加が顕著
であり，この点が近年の両旅行者の増加につな
がったものと考えられる。
第二に，外国人旅行者に対応した観光インフラ
の整備が挙げられる。本島への空の玄関口である
那覇空港は日本復帰後の1975年に国際線ターミ
ナルビルの供用を開始し，1986年には新たに新
国際線ターミナルビルが整備された。しかし，施
設の老朽化や先のオープンスカイ協定に伴う路線
数の増加などから新施設の計画が進められ，2014
年に新国際線ターミナルビルの運営が開始され
た。また，2013年3月には国内最南端の国際空港
である新石垣空港も開業した。加えて，近年は大
型クルーズ船の就航も増加しており，沖縄県では
その対策として2014年に那覇港泊ふ頭若狭バー
ス「那覇クルーズターミナル」を完成させるなど
の一連の観光インフラの整備を進めた5）。
２）沖縄県における外国人旅行者の観光行動 
－台湾人，韓国人を中心にー
本節は沖縄県における主要な外国人旅行者であ
る台湾人と韓国人の観光行動の特徴を『外国人観
光客実態調査』（以下，『実態調査』）から概観する。
沖縄県では外国人旅行者が増加し始めた2010年
から外国人の観光行動やニーズの把握を目的に実
態調査を行っている6）。この調査は，「空路」（那
覇空港，新石垣空港），「海路」（那覇港，石垣港，
平良港）を出国する外国人に対し，旅行者属性や
活動内容，旅行満足度などを尋ねるものである。
本節では那覇空港を出国する外国人旅行者を取り
上げ，観光行動を検討する。
2017年度の『実態調査』によると，沖縄県へ
の観光を目的とした来訪は全体の81.1％の外国
人が「初めて」と回答した。そのうち台湾人は
74.0％，韓国人は89.7％であった。また，外国人
の平均宿泊数は3泊が全体の39.1％と最も高く，
次いで4泊の27.6％，5泊の13.3％などの順となっ
た。台湾人と韓国人も3泊が最も高く，それぞれ
51.4％，48.0％であった。
次に台湾人と韓国人旅行者における沖縄県滞
在中の活動内容をみると（表1），台湾人は「都
市観光，街歩き」が89.6％と最も高く，次いで
「ショッピング」，「自然・景勝地観光」，「沖縄料
理を楽しむ」，「歴史的・伝統的な景観，旧跡観光」
の順となっている。韓国人は台湾人と同様に「都
表1　 台湾人と韓国人における沖縄県滞在中の
活動内容（2017年）
都市観光，街歩き
自然・景勝地観光
沖縄料理を楽しむ
ショッピング
歴史的・伝統的な景
観，旧跡観光
 全体
（1,903）
 83.3
 81.7
 81.4
 81.3
 66.1
台湾
（612）
89.6
86.0
84.8
88.1
70.0
韓国
（560）
80.0
76.3
75.1
73.5
57.0
（％）
1）国籍・地域名下部の数値は回答者数を示す．
2） 「全体」は台湾，韓国，香港，中国，アメリカ合
衆国，その他である．
3）表は上位5位を示している．
（ 沖縄県『平成29年度外国人観光客実態調査報告書』
により作成）
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市観光，街歩き」が最も高く，その割合は80.0％
であった。ただ，両者の活動内容の順位自体に違
いはないものの，各内容の割合は大きく異なって
いる。とくに，韓国人の「歴史的・伝統的な景
観，旧跡観光」は台湾人の70.0％と比べて10ポ
イント以上低い。この割合は外国人旅行者平均の
66.1％よりも低率であり，さらに香港，中国，ア
メリカ合衆国の各旅行者よりも10～30ポイント
低い7）。一方で，表にはないが，韓国人は「保養・
休養」（37.4％）や「スパ・エステ」（13.3％）の
割合が高く，とくに後者は国籍・地域別の外国人
旅行者の中で最も高くなっている。
Ⅲ　世界遺産とパワースポットの中の斎場御嶽
１．南城市の概要
斎場御嶽は沖縄県南城市に所在する。南城市は
本島南部に位置し，北部に与那原町，南部に八重
瀬町と接する（図3）。市東部の知念半島は中央
部に台地が形成され，台地の南北で傾斜が変化す
る起伏に富んだ地形をなす。半島南端部の知念
岬から海上約5㎞には琉球開闢の伝承を持つ久高
島が立地する。南城市から西へ約1㎞先には沖縄
自動車道南風原北および南風原南インターチェン
ジがあり，当自動車道を利用すると那覇空港か
ら斎場御嶽へは50分ほどで訪れることができる。
2022年には南風原南インターチェンジを起点に
南城市西部を縦断する南部東道路が供用予定であ
り，観光客のさらなる増加が期待されている。
南城市は2006年1月に島尻郡の佐敷町，知念
村，玉城村，大里村の1町3村が合併し，現在
の行政範囲となった。旧行政区における合併前
（2005年時点）の人口は大里村が約1万2千人と
最も多く，佐敷町と玉城村がそれぞれ約1万1千
人，知念村が約5千人であった。旧大里村は那覇
市や南風原町と近接しているため1990年代ごろ
から郊外化が進行した。近年はロードサイド型
の大型商業施設が複数立地している。南城市の
2018年11月末現在の人口は43,900人である。
南城市は斎場御嶽のほかに，玉城城跡，知念城
跡，仲
なかんだかり
村渠樋
ひーじゃー
川，垣
かきのはな
花樋
ひーじゃー
川などの史跡が多数点在
する。また，市内には本島南部の代表的なテーマ
パークであるおきなわワールド文化王国玉泉洞
0 5km
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bcd
久高島
a.　知念城跡
b.　仲村渠樋川
c.　玉城城跡
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那覇市
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③
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図3　沖縄県南城市と斎場御嶽
 （卯田（2019）を加筆）
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（以下，おきなわワールド）やガンガラーの谷，
知念岬公園，ニライ・カナイ橋などもある。南城
市の入域観光客は近年増加傾向にあり，2015年
には約230万人と推測されている。その中で，斎
場御嶽の来訪者数は年間約40万人であり，おき
なわワールドとともに集客力が突出している。南
城市への入域ルートは那覇市（豊見城市を含む）
から南風原南インターチェンジを経由しておきな
わワールドやニライ・カナイ橋，斎場御嶽を訪れ
る者が多い。ただし，南城市内に宿泊施設は少な
く，また那覇市との近接性などから観光客の大半
は日帰りによる滞在である8）。
２．斎場御嶽の概要と近年の動向
１）斎場御嶽の歴史
斎場御嶽は琉球王国時代（1429～1879年）に
国王が1年おきに巡る「東御廻り」（アガリウマー
イ）の巡拝地の一つであり，また最高神女・聞
きこ
得
え
大
おお
君
きみ
の即位儀礼「御
お
新
あら
下
お
り」が執り行われた琉球
王国最高の聖地とされる場所である。斎場御嶽の
文献上の初出は16～17世紀に編纂された首里王
府の歌謡集『おもろさうし』とされ，そこには首
里王府との関係が数多く詠われている。また，地
誌の『琉球国由来記』（1713年）には御嶽内に六
つの拝所があると記されており，このころには
すでに現在の聖地の姿になっていたものと推察
される（知念村教育委員会編，2002：3；卯田，
2019）。
斎場御嶽の内部には儀礼や拝
うが
みを行う拝所が複
数存在する（拝所の位置は後掲の図10参照）。御
嶽の入り口といえる御
ウジョウグチ
門口から急傾斜の参道を上
ると大
ウフ
庫
グー
理
イ
と呼ばれる拝所に至る。大庫理は「御
新下り」の際に「お名付け（霊威づけ）」の儀礼
が執り行われる場所である。そこから奥には国王
の食事を作ったとされる寄
ユイ
満
ンチ
がある。寄満から大
庫理へ戻る参道から東方へ向かうと巨岩を配した
広い空間が現れる（図4）。右面にある岩肌から
は二つの鍾乳石が垂れ下がり，その真下にそれぞ
れ白い壺（「アマダユルアシカヌビー」，「シキヨ
ダユルアマガヌビー」）が置かれている（後掲の
図11参照）。鍾乳石からの水を受けるこの壺は壺
中の水の多少により聞得大君や中城御殿（国王の
世子）の吉兆を占うとされる。鍾乳石の東側には
三角形に開いた大きな自然岩（通称，三角岩）が
あり，その突き当たりにある空間が三
サン
庫
グー
理
イ
である
（図5）。三庫理のチョウノハナは歴代の聞得大君
がそれぞれ香炉を捧げた御嶽内で最も神聖な場所
とされる。また，大庫理，寄満，三庫理の三つの
拝所は首里城内の建物・部屋の名に由来するもの
とされ，首里王府と斎場御嶽の関わりをみること
ができる（知念村教育委員会編，1999：1-4）。
斎場御嶽は琉球王国直轄の御嶽であったことか
ら一般の立ち入りは厳しく禁止されていた。しか
し，1879年の国王尚泰の退位後は国家的な宗教
儀礼が停止され，御嶽への出入りが自由となっ
図4　斎場御嶽内の参道と周囲の自然景観
 （2018年5月撮影）
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た。明治以降になると琉球王国時代の「東御廻り」
は一般に浸透するようになり，巡拝地の一つで
あった斎場御嶽には門中（父系血縁集団）を中心
に参拝者が訪れた。また，斎場御嶽周辺の久
く
手
で
堅
けん
と安
あ
座
ざ
真
ま
の各集落は斎場御嶽を集落の祭祀場所と
位置づけ，御嶽内で拝みを行うようになった（知
念村文化協会学術部編，2006：151-155）。
斎場御嶽の所有は明治以前の王国直轄から
1906年に知念村に移管され，村による管理へ変
更された。その後，1950年1月に斎場御嶽一帯が
当時の琉球政府文化財保護委員会により「史跡・
名勝」に指定された。本土復帰後の1972年5月に
は御嶽内約4.5haが「沖縄第一の霊場」として国
の史跡となった（知念村教育委員会編，1999：5）。
また，1992年からは知念城跡とともに『知念城跡・
斎場御嶽及び周辺整備基本構想・基本計画』に基
づいて，祭祀空間としての史実性と尊厳性の確保
を目的に参道の整備や遺構調査が行われた。
２）世界遺産登録と「パワースポット」として
の斎場御嶽
斎場御嶽は2000年に本島に所在する首里城跡，
中城城跡，勝連城跡などの八つの施設とともに
「遺産群」の構成資産として世界遺産に登録され
た。「遺産群」は世界遺産登録基準（文化遺産基
準）のうちの3項目が基準を満たしているとされ，
登録が認められたものである（本中，2001）。
世 界 遺 産 の 登 録 は「 顕 著 な 普 遍 的 価 値
（Outstanding Universal Value）」を持つ物件の保
護が本来的な目的であるが，登録によりグローバ
ルな「お墨付き」を得ることで，来訪者が急増す
ることも少なくない（毛利，2008など）。図6は
1995～2016年の遺産群の主要な施設における来
訪者数の推移を示したものである。首里城跡を除
く施設は世界遺産登録以前の統計資料がないため
明確な比較はできないが，来訪者は総じて首里城
跡で2002年以降，その他の施設でも2004年ごろ
から増加傾向となっている。その中で斎場御嶽の
図5　斎場御嶽の通称「三角岩」の前
 （2018年5月撮影）
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図6　 「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の主な
登録施設における来訪者数の推移 
（1995年～2016年）
1） 沖縄県によると2002年以降からは来訪者数を遡及修
正している．
2） 首里城跡の来訪者は国営沖縄記念公園首里城地区の
首里城入館者を示す（玉陵および識名園の来訪者数
は入っていない）．
3）座喜味城跡は2016年から集計方法を変更した．
 （沖縄県『平成28年度観光要覧』により作成）
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来訪者数は他施設と比べ顕著に増加している。斎
場御嶽は先述のように明治以降に「東御廻り」の
巡拝地として認知されていたものの，門中などの
参拝者以外が訪れる場所ではなかった。また，後
述するように1990年代の観光ガイドブックにお
いても知念半島に所在する史跡の一つと位置づ
けられることが多く，いわゆる観光地的な記述は
みられなかった（吉野，2012）。しかし，世界遺
産登録後の2007年に来訪者が89,453人であった
のに対し，3年後の2010年には330,403人，2012
年 に417,700人，2014年 に406,067人，2016年 に
398,607人などとなり，10年間で約5倍に急増した。
南城市はこうした来訪者増加の対応として，先
の保存整備事業により参道および駐車場（大型バ
ス5台，普通乗用車39台収容）の整備，案内看板
の設置，ガイド組織の体制づくりなどを行った。
また，2006年には駐車場の一角に歴史学習体験
施設「緑の館・セーファ」の建設，さらに斎場御
嶽から700mほど離れた国道331号沿いに物産販
売やカフェ，駐車場を備えた「がんじゅう駅・南
城」を開設した。
一方で，斎場御嶽の来訪者増加には世界遺産登
録とともに，パワースポットブームが関係してい
ると考えられる。パワースポットの語は超能力研
究家の清田益章らにより1990年代ごろから一部
の書籍などで使用されていた。ただ，当時は超常
現象やオカルト的な意味合いが強かった。2000
年代以降になると，メディアによる表象やⅠで触
れたスピリチュアリティへの関心の高まりの中で
（岡本，2017），全国に点在する神社仏閣が新たに
パワースポットとして位置づけられるようになっ
た。
メディア・ツーリズムの観点からパワースポッ
トの言説を検討した山口（2013）によると，2000
年代はメディアによる自己啓発を中心とした「ス
ピリチュアル的パワースポット」であったが，
2010年以降は癒しや浄化を特徴とする「デトッ
クス的パワースポット」に変化しているという。
また，大和（2015）はパワースポットとして対象
化される場所が当初の神社仏閣から風水や「気」
のエネルギーが充填する場所および自然（山，滝，
火山など）などに拡大したと述べている。ただ，
これらの場所は必ずしも新たに掘り起こされたわ
けではなく，多くは伝統的な神社仏閣や自然系の
場所との指摘もある（塚田・碧海，2011）。現在
のパワースポットは先述のように神秘的な場所，
あるいは既成の宗教体系とは異なる癒しや心の成
長が促される場所といった意味合いで用いられる
ことが多い（岡本，2015）。
その中で，斎場御嶽は沖縄県に所在するパワー
スポットとして，首里城や久高島などとともに取
り上げられるようになった9）。たとえば，2010年
刊行の『日本のパワースポット案内』の中で沖
縄県は斎場御嶽と久高島の2カ所が紹介されてい
る。そのうち，斎場御嶽は「本島の最高聖域」と
され，「三庫理には特に力強いエネルギー」が宿
ると記された（天野監修，2010：125）。
また，こうしたパワースポットブームは観光ガ
イドブックの記述にも影響を与えた。表2は1990
年代以降の『るるぶ』（情報版地域：沖縄）にお
ける斎場御嶽の紹介タイトルと掲載面積を示した
ものである。それによると，1990年代は知念半
島における一史跡と位置づけられ，内容も史実を
中心としたものが多かった。世界遺産登録後は県
内の他の登録施設とともに詳しく紹介されるよう
になり，掲載面積も拡大した。その後，パワース
ポットへの関心が高まった2000年代半ばになる
と，従来からの史実に加えて，新たに癒しや神秘
性（スピリチュアリティ），パワーが宿る場所な
どの表象が追加かつ強調された。たとえば，2010
年には「南部のスピリチュアルスポットウォッチ 
斎場御嶽＆グスクロードでパワーをゲット」のタ
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イトルのもとで，「スピリチュアルな旅」が2ペー
ジにわたり紹介された。また，2012年や2014年
では南城市周辺の場所も取り上げられ，斎場御嶽
を中心に新たなルート（パワースポットめぐり）
が創出された。斎場御嶽ではとくに琉球王国の重
要な儀礼が執り行われた場所，あるいは現在でも
連綿と続く信仰の場という性格がパワースポット
と捉えられる傾向にある。
以上の斎場御嶽に対するパワースポット表象の
中で，近年の斎場御嶽はⅠで述べたように多様な
人々が訪れるようになった。そこでは，これまで
の門中やユタ（民間宗教者）などの宗教的慣習を
熟知した人びと，県内外の「普通の」観光客に加
えて，スピリチュアリティへの関心が高い「スピ
リチュアルな人」が新たに来訪するようになった
（門田，2017 b）。
３．斎場御嶽を訪れる外国人
斎場御嶽における来訪者の多くは日本人であ
る。しかし，近年は先の沖縄県への外国人旅行者
の増加を背景に斎場御嶽にも外国人の姿がみられ
るようになった。南城市では外国人来訪者を対象
とした集計は2017年から開始されたこともあり
統計上の分析はできないが，南城市観光商工課に
よると，外国人は2015年ごろから増加し，年間3
万人程度，また来訪者全体の1割程度で推移して
いるという。
図7は2018年3月の国籍・地域別における総
来訪者と外国人来訪者の割合を示したものであ
る。この1カ月間に日本人を含めて31,381人の来
訪があり，そのうち外国人は全体の約9％にあた
る2,737人であった。外国人のうち台湾が1,081人
（39.5％），韓国が1,018人（37.2％）と多く，両者
で外国人全体の7割以上を占めている。次いで，
香港の195人（7.1％），アメリカ合衆国の167人
（6.1％）などとなっている。日ごと（2018年4月
表2　 観光ガイドブック『るるぶ』（情報版地域：
沖縄）における斎場御嶽の紹介タイトルと
掲載面積の変遷（1992年～2018年）
 年
1992
1998
2002
2005
2006
2008
2010
2012
2014
2017
2018
　　　　　　タイトル
知念半島 神代がよみがえる神聖な
場所
知念半島 神聖な御嶽から久高島を
仰ぎ見る
世界遺産「琉球王国のグスク及び
関連遺産群」を訪ねよう！
神秘的な神話の舞台を尋ねる 斎場
御嶽・久高島
戦跡と神話，カフェと注目スポット
目白押し 世界遺産を訪ねる
南部エリアってこんなトコ
南部のスピリチュアルスポットウォ
ッチ　斎場御嶽＆グスクロードでパ
ワーをゲット
シービューが爽快な南部をぐるり一
周
沖縄有数の聖地を訪ねる南部 2大パ
ワースポット
聖地＆パワースポット
南部エリア　南部の海ビュー＆世界
遺産
掲載面積
約 1/10
約 1/10
約 1/20
　1
約 1/3
約 1/10
　2
　1
　1
約 1/4
約 1/2
1） 表では基本的に2年ごとの『るるぶ』を対象とした．
表中の「年」は出版年を示す．
2） 掲載面積の「1/10」とは1ページのうちの10分の1，
また「1」は1ページの面積を示す．
 （各年の『るるぶ』により作成）
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台湾 39.5
（1,081 人）
韓国 37.2
（1,018 人）
日本人 91.3
香港 7.1
アメリカ 6.1
中国 3.2
その他 6.8
外国人 8.7 （％）
図7　 斎場御嶽における国籍・地域別外国人来
訪者の割合（2018年3月）
日本人および外国人来訪者数は言語別パンフレット
の配布数をカウントしたものである．
 （南城市観光商工課提供資料により作成）
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6日～5月14日）の国籍・地域別における外国人
来訪者数をみると（図8），期間を通して台湾人
と韓国人が多い。また，日本人では土日祝日など
の休日を利用した来訪が少なくないが，外国人は
とくに休日に関係なく，平日も多く訪れているこ
とがわかる。南城市はこうした外国人来訪の言語
対応として，数年前から外国語のパンフレットを
作成している。2018年現在は英語，韓国語，繫
体字，簡体字の4言語のパンフレットを用意し，
緑の館・セーファにて配布している。
南城市観光協会によると，外国人の多くは国
籍・地域にかかわらずレンタカーを利用した個人
旅行により斎場御嶽を訪れる。その中で，台湾人
と韓国人は個人旅行に加えて，ツアーの利用も少
なくないという。たとえば，韓国の主要な旅行会
社のHPによると，本島を対象としたツアー商品
は中南部の万座毛（恩納村）や北部の美ら海水族
館（本部町）を巡るものが中心であるため，斎場
御嶽を立ち寄り地とするツアーはあまりみられな
いが，沖縄専門の旅行会社であるA社では一部の
ツアーの中で斎場御嶽を組み込んだ商品を提供し
ている。表3はA社における斎場御嶽を立ち寄り
地とするツアーの行程（午前出発）を示したもの
である。ツアーは本島南部を半日で巡るコースで
あり，当日は県庁前県民広場を出発し，ニライ・
カナイ橋を車窓観光した後，知念岬と斎場御嶽を
訪れる。当地の滞在時間は1時間20分である。そ
の後は南城市内の新
みー
原
ばる
ビーチを訪れ，希望者はガ
ラスボートを行う。A社のHPによると，このツ
アーは「海と観光地，文化遺産，パワースポット
等ヒーリングコース」と位置づけられている。ま
た，HPは日本語，英語，韓国語，繫体字の表記
0 20 40 60 80 100 120
5/14(Mon)
5/13(Sun)
5/12(Sat)
5/11(Fri)
5/10(Thu)
5/9(Wed)
5/8(Tue)
5/7(Mon)
5/6(Sun)
5/5(Sat)
5/4(Fri)
5/3(Thu)
5/2(Wed)
5/1(Tue)
4/30(Mon)
4/29(Sun)
4/28(Sat)
4/27(Fri)
4/26(Thu)
4/25(Wed)
4/24(Tue)
4/23(Mon)
4/22(Sun)
4/21(Sat)
4/20(Fri)
4/19(Thu)
4/18(Wed)
4/17(Tue)
4/16(Mon)
4/15(Sun)
4/14(Sat)
4/13(Fri)
4/12(Thu)
4/11(Wed)
4/10(Tue)
4/9(Mon)
4/8(Sun)
4/7(Sat)
4/6(Fri)
（人）
中国 台湾 香港
韓国 アメリカ合衆国 その他
図8　 斎場御嶽における日別の国籍・地域別外国
人来訪者数（2018年4月6日～5月14日）
 （アマミキヨ浪漫の会提供資料により作成）
表3　 A社における斎場御嶽を立ち寄り地とする 
ツアーの行程（2018年）
7:40
8:50
9:00
10:40
12:20
13:00
出発 /県庁前県民広場
ニライ・カナイ橋（車窓観光）
知念岬，斎場御嶽
新原ビーチ（ガラスボート）
那覇空港国際線駐車場
到着 /県庁前県民広場
1時間 20 分
40 分
時間 立ち寄り地 滞在時間
1） ツアーの最少催行人数は1名である．このツアー
は午後出発もある．
2） ツアー料金は1人2,000円（日本円）．ただし，ガ
ラスボート利用料と斎場御嶽入場料は含まれない．
3） ツアー参加者には特典として新原ビーチガラス
ボート利用料が30％割引となる．
 （A社ホームページにより作成）
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があり，ツアー自体はいずれの国籍・地域からの
参加も可能である。Ⅳで言及する斎場御嶽の外国
人来訪者の一部にはこのツアー参加者が含まれて
いる。
４．斎場御嶽における聖地管理の仕組み
斎場御嶽では近年来訪者のマナーが問題視され
るようになった。来訪者は緑の館・セーファにお
いて御嶽の解説や御嶽内のマナーを記したパンフ
レットを受け取る。しかし，近年の日本人および
外国人の増加に伴い，御嶽で騒いだり，拝所に無
断で立ち入ったりする者が散見されるようになっ
た。2006年3月には香炉が盗難される事案が生
じ，大きな問題となった10）。南城市はこうした進
行する俗化の対策として，マナーアップビデオの
視聴の義務化，来訪者の監視の徹底，注意看板に
よる喚起の3点によりマナー改善を図っている。
第一のマナーアップビデオは斎場御嶽に入場す
る際に緑の館・セーファ内の視聴室で視聴するも
のである（図9）。ビデオは約3分間放映され，内
容は主に斎場御嶽の歴史の概要と御嶽内での注意
事項の説明である。前者では斎場御嶽の歴史的な
意義や即位儀礼の様子（復元）のほか，現在の拝
みが解説される。放映2分ごろからは注意事項と
して，騒いで祈りを妨げない，参道や石畳などは
ゆっくり歩く，祭壇に上ったり香炉に触れたりし
ないなどが関連する映像とともに示される。ま
た，このビデオは日本語の説明に加えて，英語字
幕も付されており，外国人の理解促進においても
重要な意味を持つ。
第二については，ガイド組織であるアマミキヨ
浪漫の会のメンバーが「守
も
り人」として御嶽内を
巡回し，マナー違反者に対して注意喚起を行うも
のである。この注意喚起の手順は南城市教育委員
会作成の『斎場御嶽維持管理対応マニュアル』に
基づいて行われる。具体的には，来訪者が注意の
看板があるにもかかわらず，拝所の基壇に入った
場合は声掛けをする，参道以外のルートを通る者
には自己責任であることを知らせる，拝みに訪れ
る住民を撮影しないように注意を促すなどであ
る。守り人はこれらの事項に注意を払いつつ，毎
日2～4回の頻度で御嶽内を巡回する。
第三は御嶽内の注意看板によりマナーの改善を
促すものである。南城市では1992年以降の斎場
御嶽の保存整備事業の一環として日本語と英語で
表記された案内看板を作成した。その後，来訪者
の増加とマナー問題により，新たに注意看板を複
数設置した。図10および表4は斎場御嶽内の看板
の設置場所と表記内容を示したものである。2018
年5月現在，御嶽には20の看板が設置され，その
うち注意看板は約半数の11である。注意看板の
設置場所をみると，案内看板近くや拝所に多く，
とくに御嶽内で最も神聖な場所とされる三庫理付
近には複数設置されている。これらの看板は「立
入禁止」や「拝所につき，一般の方は上がらない
でください」などの日本語に加えて，英語，韓国
語，簡体字でも記されており，来訪者に注意が促
されている（図11）。図9　マナーアップビデオを視聴する来訪者
 （2018年4月撮影）
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Ⅳ　斎場御嶽における日本人・外国人来訪者の意
識と行動
１．調査方法と回答者の基本属性
本章は斎場御嶽における日本人および外国人来
訪者の特性をアンケート調査から検討する。この
アンケートは南城市観光協会の協力のもと，がん
じゅう駅・南城の駐車場および緑の館・セーファ
の休憩施設においてヒアリング形式で実施した。
アンケートの質問項目は，これまでの沖縄への来
訪回数や今回の本島滞在時の訪問先，斎場御嶽の
来訪回数などの基本的な質問に加えて，来訪前後
における斎場御嶽への理解や印象の変化，「スピ
リチュアルへの関心」の有無などを設定した。対
象者のうち外国人は斎場御嶽の来訪者の中でその
割合が上位であり，かつ，それぞれ全体の約3割
と多くを占めていた台湾人と韓国人とした。ま
表4　 斎場御嶽における看板の種別と
主な内容（2018年）
　　種別　　　　主な内容　　　　　 言語表記
①　案内　　「斎場御嶽への参道」　　J，E
②　案内　　「久高島遥拝所」　　　　J
③　注意　　足元注意　　　　　　　J，E，C，K
④　注意　　足元注意　　　　　　　J，E，C，K
⑤　案内　　「大庫理」　　　　　　　J，E
⑥　注意　　拝所への立入禁止　　　J
⑦　注意　　拝所への立入禁止　　　J，E，C，K
⑧　注意　　立入禁止　　　　　　　J，E，C，K　
⑨　案内　　斎場御嶽の艦砲穴　　　J
⑩　案内　　「寄満」　　　　　　　　J，E
⑪　注意　　拝所への立入禁止　　　J，E，C，K
⑫　注意　　足元注意　　　　　　　J，E，C，K
⑬　注意　　立入禁止　　　　　　　J，E，C，K　
⑭　案内　　壺の説明（注意あり） 　J
⑮　案内　　「三角岩」　　　　　　　J，E
⑯　注意　　階段への立入禁止　　　J，E，C，K
⑰　注意　　立入禁止　　　　　　　J，E，C，K
⑱　案内　　「三庫理」　　　　　　　J　
⑲　注意　　香炉への立入禁止　　　J，E，C，K
⑳　案内　　「チョウノハナ」　　　　J　　
 （現地調査により作成）
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図10　斎場御嶽における看板の設置場所（2018年）
1）図中の新道路下部が入場口である．
2）番号は表に対応．工事看板等の一部の看板は省略した．
3）表中の「案内」は案内看板，「注意」は注意看板を示す．
4） 表中の言語表記の「J」は日本語，「E」は英語，「C」は
簡体字，「K」は韓国語を示す．
図11　 「アマダユルアシカヌビー」と「シキヨダ
ユルアマガヌビー」（白い壺）付近の注意
看板と案内看板
注） 前方の注意看板は図10の⑬，後方の案内看板は⑭
に該当する．
 （2018年5月撮影）
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た，日本人は来訪動機が比較的明確と考えられる
個人または家族・友人単位の来訪者を対象とし，
ツアー客は除いた。回答者数は日本人34人，台
湾人13人，韓国人10人の計57人である。調査は
2018年5～6月に実施した。以下では回答者の基
本属性を述べる。
まず，沖縄県への観光を目的とした来訪経験
では，日本人は初めてが5人（14.7％），複数回
が29人（85.3％）となり来訪経験を持つ者が大
半を占めた。複数回のうち2回が12人，3回が7
人，4回以上が5人と来訪回数が複数に上る者も
みられた。これらの点はリピーターが多い国内観
光客の傾向と一致している。台湾人は初めてが8
人（61.5％），複数回が5人（38.5％），韓国人は
それぞれ5人（50％）と5人（50％）であった。
この割合はいずれも先の台湾人および韓国人旅行
者全体の初回率よりも低く，沖縄県への来訪経験
を有する者が多い傾向にあることがわかる。ま
た，台湾人と韓国人に対し日本本土への観光を目
的とした来訪の有無を尋ねたところ，台湾人は8
人（61.5％），韓国人も8人（80％）と高い値を示
した。以上の日本人と外国人の特徴をみると，斎
場御嶽には沖縄県へ複数回の来訪経験がある者が
訪れ，とくに外国人は沖縄県および日本への来訪
経験を有している者が比較的多いことが指摘でき
る。また，この点から斎場御嶽は沖縄観光におけ
る初回の訪問先として選択されることは少ないと
捉えることもできる。
回答者の本島滞在中における訪問先（訪問予定
を含む）では，台湾人および韓国人は万座毛やア
メリカンビレッジ（北谷町の商業施設）への来訪
が比較的多いなどの若干の違いはあるものの，総
じて日本人，外国人ともに主要な観光地である国
際通りや首里城跡，美ら海水族館などを訪れる者
が多かった。また，これらの観光地は来訪経験の
有無にかかわらず訪問している。一方で，訪問場
所数では初回者のほうが来訪経験を持つ者と比べ
2～3カ所多く，かつ訪問先が中南部を中心に北
部まで広範囲にわたっている。加えて，一部の台
湾人は勝連城跡や今帰仁城跡などの文化遺産を訪
れているが，韓国人はそうした場所を来訪する者
はいなかった。
回答者の滞在期間については，日本人のうち初
回者は2泊が3人，3泊が1人，複数回訪れている
者は3泊が4人，1泊および2泊が3人，4泊が2人
であり，複数回訪れている者のほうが滞在期間は
長かった。台湾人のうち初回者は4泊が6人と最
も多く，次いで5泊以上が2人であり，複数回訪
れている者は5泊以上が4人，4泊が1人となった。
また，韓国人のうち初回者は4泊が3人，3泊が1
人，複数回訪れている者は2泊が3人，4泊が2人
であった。Ⅱの3で言及したように，沖縄県にお
ける外国人旅行者の宿泊数は3泊が最も多かった
が，台湾人と韓国人の回答者はそれよりも1～2
日ほど滞在期間が長い傾向にあった。
２．斎場御嶽の理解と印象
１）斎場御嶽への来訪回数と来訪動機
斎場御嶽の来訪回数は，日本人では初めてが
24人（70.6％），複数回が10人（29.4％）となり，
初回者の割合が高いものの，複数回訪れている者
もみられた。複数回の者の内訳をみると，2回が
4人，3回が3人，4回以上が3人と来訪回数が多
い者が確認できる。一方で，台湾人と韓国人は回
答者すべてが初来訪であった。
次に斎場御嶽の来訪動機を検討する。アンケー
トでは来訪動機の質問項目として，世界遺産だ
から，観光スポットだから，スピリチュアルな
関心から，テレビ等で放映されていたから，通
り道，ツアーの訪問先，沖縄の歴史や文化への
関心から，その他の8項目を設定し，回答を求め
た。表5は国籍・地域別における斎場御嶽の来訪
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動機を示したものである。日本人のうち初回の来
訪者は世界遺産とスピリチュアルな関心がそれ
ぞれ10人（41.7％）と最も多く，次いで観光ス
ポットの8人（33.3％），歴史や文化への関心の
3人（12.5％）などの順となった。複数回訪れて
いる者は世界遺産が6人（60％），スピリチュア
ルな関心が5人（50％），歴史や文化への関心が4
人（40％）などとなり，初回の来訪者で多かった
観光スポットを動機とする者はいなかった。台湾
人と韓国人はいずれも世界遺産が最も多く，とく
に台湾人は回答者13人のうち12人（92.3％）が
来訪動機としていた。次いで，台湾人は観光ス
ポットが7人（53.8％），ツアーの訪問先が3人
（23.1％）などとなった。韓国人は世界遺産の7人
（70％）に次いで，観光スポットとツアーの訪問
先がそれぞれ4人（40％）となった。以上から，
外国人は斎場御嶽を世界遺産と観光スポット，ま
たツアーの訪問先を理由に来訪する傾向にあるこ
とがわかる。また，日本人に多く存在したスピリ
チュアルな関心から来訪する者はほとんどみられ
ず，外国人においてはこの項目が来訪動機になっ
ていないことがうかがえる。
斎場御嶽への訪問決定時期では，日本人のうち
初回の来訪者は本島滞在前が12人（54.5％），滞
在中が10人（45.5％）と滞在中に決定した者が
半数近くを占めているのに対し，複数回訪れて
いる者は滞在前が7人（77.8％），滞在中が2人
（22.2％）と滞在前にすでに決定している者が多
かった。これは斎場御嶽への来訪に対する強い意
思の現れと捉えられる。また，台湾人は滞在前が
7人（58.3％），滞在中が5人（41.7％），韓国人は
それぞれ6人（60％）と4人（40％）の結果になっ
た。
次に斎場御嶽の場所の特徴や歴史的意義など
の「情報」に対する事前調べの有無を初回の来訪
者に尋ねたところ，ありと回答した者は日本人が
19人（79.2％），台湾人が11人（84.6％），韓国人
が9人（90％）といずれの国籍・地域においても
高い割合を示した。情報取得の方法では，日本人
は観光ガイドブックとインターネット，台湾人と
韓国人はともに観光ガイドブックが多かった。
２）来訪前後における斎場御嶽の知識の変化
本項は回答者における斎場御嶽の理解のあり方
を来訪前後の知識の変化から検討する。具体的に
は，斎場御嶽に関わる基本的な知識と考えられる
以下の5項目のうち，来訪前にどの項目を知って
いたか，また来訪後に新たにどの項目を理解でき
たかを尋ねた。アンケートでは斎場御嶽の知識を
入場前に配布されるパンフレットや市販の観光ガ
表5　斎場御嶽来訪者における来訪動機（2018年）
日本（複数）
日本（初回）
   台湾
   韓国
 6（60.0）
10（41.7）
12（92.3）
 7（70.0）
0（0）
8（33.3）
7（53.8）
4（40.0）
 5（50.0）
10（41.7）
 0（0）
 1（10.0）
4（40.0）
3（12.5）
1（7.7）
0（0）
1（10.0）
0（0）
1（7.7）
0（0）
0（0）
1（4.2）
3（23.1）
4（40.0）
0（0）
1（4.2
2（15.4）
0（0）
世界遺産 観光スポット スピリチュアル 歴史・文化 テレビ放映 ツアー 通り道
人 /（％）
1）回答は複数回答可とした．
2）日本（複数）の総数は10人，日本（初回）は24人，台湾は13人，韓国は10人である．
3） 表中の「スピリチュアル」は「スピリチュアルな関心から」，「歴史・文化」は「沖縄の歴史や文化へ
の関心から」を示す．「その他」は該当者がいなかったため省略した．表6も同様．
4）％は国籍・地域および来訪経験別（日本人のみ）来訪者全体の中での割合を示す．
 （アンケート調査により作成）
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イドブックなどの記述内容を参考に，a．世界遺
産の構成資産，b．「アマミキヨ」が創った聖地，
c．聞得大君の就任儀式が行われた場所，d．「東
御廻り」（アガリウマーイ）の参拝地の一つ，e．
首里城内の部屋と同じ名前を持つ場所がある，と
した11）。
初回の日本人における来訪前の知識数は5項目
のうち1項目のみ知っていると回答した者が16人
（66.7％）と最も多かった。次いで，0（知識なし）
が5人（20.8％）となり，1項目と合わせると0～1 
項目が全体の約8割と，初回者の大半があまり知
識を持ち合わせず来訪していることがわかる。ま
た，韓国人も日本人と同様に1項目が9人（90％）
と多くを占めていた。一方で，台湾人は1項目が
6人（46.2％）であるものの，2項目も6人（46.2％）
と多く，日本人および韓国人より若干ではあるが
知識を持っていた。
回答者の多くは来訪前に斎場御嶽に対し一つの
知識のみを有していたが，その項目内容を検討す
ると，国籍・地域にかかわらずaの世界遺産の構
成資産がほとんどを占めた。具体的には，日本人
の初回の来訪者が14人（87.5％），台湾人が5人
（83.3％），韓国人は9人すべてがこの項目であっ
た。したがって，これらの回答者は斎場御嶽を世
界遺産の場所としてのみ理解し，来訪していると
捉えることができる。また，回答者は前項で述べ
たように半数以上が斎場御嶽に対する事前調べを
行っていたが，そこでは主として世界遺産関係の
情報の取得であったと判断できる。
図12は以上の来訪前の状況を踏まえ，来訪前
後の斎場御嶽に対する知識（項目）の変化を示し
たものである。いずれの国籍・地域の来訪者も来
訪後に知識が増加し，とくに日本人と台湾人の増
加が顕著である。そのうち，日本人はbが来訪前
から54ポイント上昇し，約7割の来訪者が知識を
得た。来訪前にすでに高かったaを除く4項目も
それぞれ30～35ポイント高くなった。台湾人はe
が46ポイントと最も上昇し，来訪者全体の約5割
20
60
100
e
d c
b
a
20
100
e
d c
b
a
20
80
100
e
d c
b
a
40
日本（初回） 台湾 韓国
a.世界遺産の構成資産　　　b.「アマミキヨ」が創った聖地
c.聞得大君の就任儀式が行われた場所　　　d.「東御廻り」（アガリウマーイ）の参拝地の一つ
e.首里城内の部屋と同じ名前を持つ場所がある
来訪前
来訪後
N＝24 N＝13 N＝10
図12　国籍・地域別における斎場御嶽来訪者の来訪前後の知識の変化（2018年）
図中の目盛りは1目盛り20ポイントを示す．
 （アンケート調査により作成）
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が理解している。また，cは38ポイント，bは30
ポイントそれぞれ上昇した。ただし，日本人と台
湾人ともにdとeの知識の理解は低調である。一
方，韓国人はbとcは30～40ポイント増加したも
のの，dとeの知識の増加はみられず，総じて日
本人および台湾人と比べ理解は進まなかった。
３）斎場御嶽に対する神聖さと俗的な印象
本項では回答者の斎場御嶽に対する神聖さおよ
び俗的な印象の程度を検討する。
アンケートでは来訪後の斎場御嶽に対する神聖
な印象の程度を4段階（「大いに感じた」，「感じ
た」，「あまり感じなかった」，「感じなかった」）
に区分し，最も当てはまる項目の回答を求めた。
他方，斎場御嶽はⅢで述べたように世界遺産登録
後に来訪者が急増するとともに，パワースポット
ブーム以降には様々なタイプの人びとが訪れるよ
うになった。加えて，現在御嶽内には案内看板を
含めて多数の看板が設置されている。来訪者はこ
うした斎場御嶽の現状にどのような印象を抱くの
だろうか。アンケートではこの点の質問として，
来訪後に「俗的（観光地的）な印象」をどの程度
抱いたのかも尋ねた。具体的には，先の神聖な印
象の質問と同様に4段階に区分し，最も当てはま
る項目の回答を求めた。
来訪後の神聖な印象はいずれの国籍・地域とも
に「大いに感じた」，または「感じた」と回答し
た者が9割以上と大半を占めた（図13）。とくに，
日本人のうち複数回訪れている者はすべてが神聖
さを感じたと回答した。
一方，俗的な印象は国籍・地域間，また来訪経
験によって差異がみられた。日本人のうち複数回
訪れている者は「大いに感じた」または「感じ
た」が全体の8割となった。つまり，複数回訪れ
ている者のほとんどは斎場御嶽に神聖さを感じな
がらも，同時に俗的な印象を抱いていた。しかし，
初回の来訪者は，「あまり感じなかった」が6人
（25％），「感じなかった」が4人（16.7％）と俗的
な印象を持たなかった者が全体の約4割と一定数
存在していた。また，台湾人は全体の8割が来訪
後に俗的な印象（「大いに感じた」と「感じた」
を含む）を持ったのに対し，韓国人は全体の約2
割しかそうした印象を抱いておらず，国籍・地域
間で大きな違いがみられた。
＜神聖な印象＞
＜俗的な印象＞
（％）
大いに感じた 感じた
あまり感じなかった 感じなかった
0 20 40 60 80 100
0 20 40 60 80 100
（N＝24）
（N＝13）
（N＝10）
（N＝10）
韓国
台湾
日本
（初回）
日本
（複数）
（N＝24）
（N＝13）
（N＝10）
（N＝10）
韓国
台湾
日本
（初回）
日本
（複数）
（％）
図13　 国籍・地域別の斎場御嶽来訪者における
神聖な印象と俗的な印象の程度（2018年）
 （アンケート調査により作成）
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３．スピリチュアリティと斎場御嶽
１）スピリチュアルな関心と斎場御嶽の知識
斎場御嶽はパワースポットとして注目されて以
降，新たに「スピリチュアルな人」が訪れるよう
になった（門田，2017 b）。本節はこの点を踏まえ，
回答者におけるスピリチュアルな関心の有無と斎
場御嶽の理解や印象の関係を検討する。具体的に
は，スピリチュアルな関心の程度によりこれまで
言及した斎場御嶽に対する理解の状況や俗的な印
象，来訪動機などに違いが生じるかを分析する。
アンケートでは来訪者に対し，「スピリチュアル
な場所や出来事に関心があるか」を尋ね，その程
度を4段階（「大いにある」，「ある」，「あまりな
い」，「ない」）から最も当てはまる項目の回答を
求めた。
その結果，日本人のうち複数回訪れている者は
スピリチュアルな関心に対し，「大いにある」ま
たは「ある」と回答した者は全体の約8割と高率
を示した（図14）。また，初回の来訪者も関心が
「大いにある」が12.5％，「ある」が58.4％と全体
の約7割がスピリチュアルな関心があった。その
ことから，斎場御嶽を訪れる日本人の多くはスピ
リチュアルな関心を有する傾向にあることがわか
る。一方，台湾人と韓国人ではスピリチュアルな
関心の程度に大きな差異がみられた。すなわち，
台湾人は関心が「大いにある」または「ある」と
回答した者が76.9％と高率だったのに対し，韓国
人の中で関心がある者は全体の3割と低い値を示
した。
次に日本人の初回の来訪者を取り上げ，スピリ
チュアルな関心の有無と来訪前後の斎場御嶽に対
する知識の変化を検討する。来訪前の知識では，
スピリチュアルな関心がある者（「大いにある」，
「ある」）とない者（「あまりない」，「ない」）とも
にaの項目が最も多かった。すなわち，前者は12
人（70.6％），後者が5人（71.4％）であり，ほぼ
同率の割合を示した。関心がある者は次いで，b
が4人（23.5％），dが2人（11.8％）であるもの
の，知識を持たない者も3人（17.6％）いた。一
方，スピリチュアルな関心がない者は先のaと回
答した者以外は知識を有していなかった。来訪後
の知識の変化では，スピリチュアルな関心がある
者はaを除く4項目に25～50ポイント以上の顕著
な増加がみられ，とくにbとeは50ポイント上昇
し，来訪者の5～7割がその項目に理解を示した。
スピリチュアルな関心がない者はbの項目に約70
ポイントの増加がみられたものの，c ～ eでは28
ポイントの上昇にとどまっており，理解があまり
進んでいないことがうかがえた。
２）スピリチュアルな関心がある来訪者と斎場
御嶽の印象
スピリチュアルな関心がある者において，急増
する来訪者の存在や御嶽内の整備状況はスピリ
チュアルな関心がない者よりも斎場御嶽に俗的な
印象を生起させる可能性がある。以下ではスピリ
チュアルな関心がある回答者を対象に，俗的な印
象をどのように捉えているかを検討する。
大いにある ある
あまりない ない
（％）
（N＝24）
（N＝13）
（N＝10）
（N＝10）
0 20 40 60 80 100
韓国
台湾
日本
（初回）
日本
（複数）
図14　 国籍・地域別の斎場御嶽来訪者における
スピリチュアルへの関心（2018年）
 （アンケート調査により作成）
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スピリチュアルな関心がある日本人のうち複数
回訪れている者は，8人中5人（62.5％）が俗的
な印象を持っていた。また，初回の来訪者は17
人のうち11人（64.7％）が俗的な印象を抱いてい
たものの，6人（35.3％）はそうした印象を持た
なかった。台湾人は10人のうち8人（80％）が俗
的な印象を持った。一方で，韓国人はスピリチュ
アルな関心がある者（3人）に俗的な印象を抱く
者はいなかった。
日本人は上記の結果からスピリチュアルな関心
を有しつつも，来訪後の斎場御嶽に俗的な印象を
抱く者とそうした印象を持たない者の二つのタイ
プが存在することがわかった。両者にはどのよう
な特徴があるのだろうか。ここでは斎場御嶽に対
する関心の内実が直接的に反映していると考えら
れる来訪動機に注目し，両者の関係を検討する
（表6）。まず，複数回訪れている者をみると，俗
的な印象を持った者の来訪動機は世界遺産が4人
（80.0％）と最も多く，次いでスピリチュアルな
関心が3人（60.0％），歴史・文化への関心が2人
（40.0％）の順となった。俗的な印象を持たなかっ
た者は，該当者自体が少数であるが，スピリチュ
アルな関心が2人（66.7％）と最も多かった。
次に初回の来訪者における俗的な印象を持っ
た者の来訪動機は，世界遺産が6人（35.3％）と
最も多いものの，スピリチュアルな関心からが4
人（23.5％），観光スポットが3人（17.6％），歴
史・文化への関心からが2人（11.8％）などと分
散し，様々な動機から来訪している。一方，俗的
な印象を持たなかった者をみると，こちらも該当
者が少ないが，スピリチュアルな関心からが6人
（75％），次いで世界遺産の2人（25％）となり，
スピリチュアルな関心を動機とする者が大半を占
めた。以上の結果から，斎場御嶽に俗的な印象を
持たない者は，もともとスピリチュアルな関心を
有しており，かつその関心を主たる動機として訪
れる傾向にあることがわかる。
４．斎場御嶽における日本人，台湾人，韓国人
来訪者の特性とスピリチュアリティ
本節は日本，台湾，韓国それぞれの来訪者の特
性とその要因を検討する。外国人を含む多くの人
びとにおいて，来訪前の斎場御嶽に対する知識は
世界遺産が中心であり，それ以外の知識はあまり
持ち合わせていなかった。しかし，来訪後には多
くの来訪者に斎場御嶽の歴史的・宗教的事象に関
する知識の獲得がみられた。その中で，台湾人と
韓国人も知識を増加させ，理解を深めていること
が確認できた。こうした外国人の知識獲得を可能
とした要因には入場時に配布される言語別のパン
フレットの文言とともに，御嶽内の看板や入場前
に視聴するマナーアップビデオが関係していると
考えられる。看板は日本語・英語表記を中心とし
た案内看板のほかに，参道や拝所付近に韓国語お
表6　スピリチュアルな関心がある日本人来訪者における俗的な印象と来訪動機の関係（2018年）
あり（N＝5）
なし（N＝3）
あり（N＝17）
なし（N＝7）
4（80.0）
1（33.3）
6（35.3）
2（25.0）
0（0）
0（0）
3（17.6）
0（0）
3（60.0）
2（66.7）
4（23.5）
6（75.0）
2（40.0）
1（33.3）
2（11.8）
0（0）
1（20.0）
0（0）
0（0）
0（0）
0（0）
0（0）
1（5.9）
0（0）
0（0）
0（0）
1（5.9）
0（0）
世界遺産 観光スポット スピリチュアル 歴史・文化 テレビ放映 ツアー 通り道俗的印象
複数
初回
人 /（％）
1）回答は複数回答可とした．
2）％は該当来訪者全体の中での割合を示す．
 （アンケート調査により作成）
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よび簡体字で記された注意看板が多数設置されて
いる。とくに，後者の看板は見学中に意識的・無
意識的にかかわらず目に入ることでその場所が立
ち入り禁止の「聖域」であることを理解し，斎場
御嶽の神聖さや歴史的意義を確認することが可能
となる（門田，2016）。また，マナーアップビデオ
は上記のように英語字幕のみであるが，映像に映
し出された宗教儀礼の場面や周辺の自然の情景が
場所の神聖さを喚起させ，斎場御嶽の理解促進に
一定の役割を果たしているものと考えられる12）。
ただ，台湾人と韓国人を比較すると，台湾人の
ほうが知識の幅および増加率が上回っていた。こ
の違いは沖縄県の歴史・文化に対する関心の差が
関係していると考えられる。台湾人はⅡの2で述
べたように，沖縄県滞在中の活動内容の中で「歴
史的・伝統的な景観，旧跡観光」の割合が韓国人
よりも10ポイント以上高く，またアンケート回
答者には本島の文化遺産（勝連城跡，今帰仁城
跡）を訪れる者もみられた。こうした歴史・文化
への関心の高さが斎場御嶽に対する理解の向上の
一因になっていたものと推察される。一方，韓国
人における「歴史的・伝統的な景観，旧跡観光」
の割合は台湾人よりも低く，かつ国籍・地域別の
外国人旅行者の中で最も低率であった。斎場御嶽
を訪れる韓国人は一般の韓国人旅行者と比べて沖
縄県の歴史・文化への関心は高いと考えられる
が，先の看板やマナーアップビデオといった各種
の「ツール」を介しても世界遺産の理解以外に知
識の広がりは生じなかった。また，韓国人はスピ
リチュアルな関心を有する者の割合が台湾人に比
べて低かったが，この点も斎場御嶽に対する低調
な理解と結びついている可能性がある。
しかし，韓国人来訪者の中にはこうした歴史・
文化の理解とは異なる観点から斎場御嶽に強い印
象を受け，評価する者が存在する。アンケートの
自由記述欄や聞き取りによると，韓国人の中には
斎場御嶽の自然景観に対して，「自然保護がされ
ている点が印象深い」や「自然保護が良く出来て
いる」，「うっそうとした森の雰囲気がよかった」
などと評価する声が聞かれた。斎場御嶽を取り囲
む低木・植物（クロツグ，トウツルモドキ，リュ
ウキュウアオキなど）は神木として厳重に保護さ
れており，三庫理の背後にそびえ立つ巨岩（三角
岩）を含めて森厳な雰囲気を作り出している（前
掲の図4，5参照）。こうした自然景観に対する印
象は台湾人にはあまりみられず，韓国人来訪者の
特徴と捉えることができる。
以上の外国人の動向に対し，日本人来訪者は斎
場御嶽への来訪経験の有無にかかわらず，総じて
スピリチュアルな関心を有する者が多かった。た
だ，これらの来訪者は来訪後の斎場御嶽に対する
印象の差から二つのパターンに分けられた。すな
わち，俗的な印象を抱いた者と抱かなかった者で
ある。この点を来訪動機との関係からみると，前
者はスピリチュアリティが来訪動機にまで結びつ
かない傾向にあったのに対し，後者はスピリチュ
アリティに対する強い意識や関心のもとで訪れて
いることが確認できた。ただし，この類型のうち
後者の来訪者を単純に宗教的な意味での「巡礼」
と捉えることはできない。木村（2012：261-265）
は宗教的動機に発する「宗教ツーリズム」の構造
を論じる中で，その目的や行程のすべてが必ずし
も宗教的であるとは限らず，目的地が聖地や宗教
施設であることを除けば宗教ツーリズムをツーリ
ズムの中で特別な領域とすることはできないと述
べている。とくに，宗教的観念が拡散している現
代では巡礼に対する個々人の理解も多義的である
という。斎場御嶽の来訪者をみると，Ⅳの1で述
べたように，スピリチュアリティに対する強い
意識を持つ来訪者を含めてその多くは滞在中に斎
場御嶽に加えて，国際通りや美ら海水族館などの
代表的な観光地を巡っている。そのため，巡礼と
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ツーリズムを二項対立的に理解することは適切で
はないと考えられる。
本稿は以上の指摘を踏まえつつ，来訪者の特徴
を捉えるために巡礼とツーリズムの両者を視野に
入れたスミスの議論を参照する。スミスは巡礼と
ツーリズムの関係を論じる中で，両者を連続する
直線の中に位置づけ，巡礼的要素が強い一方の極
を「敬虔な巡礼者」，行楽的要素が強いもう一方
の極を「世俗的ツーリスト」とし，両者の間に「巡
礼者＞ツーリスト」，「巡礼者＝ツーリスト」，「巡
礼者＜ツーリスト」の三つのタイプが存在すると
した（Smith，1992；山中，2012 a：15-16）。こ
のスミスのモデルに従えば，先の来訪者のうちス
ピリチュアルな関心があるものの，その意識があ
まり顕在化していない前者を「巡礼者＜ツーリス
ト」型，スピリチュアリティに対する高い関心や
目的意識を持つ後者を「巡礼者＞ツーリスト」型
と捉えることができる。その中で，「巡礼者＜ツー
リスト」型は斎場御嶽を各地に所在する世界遺産
や観光スポットの一つと捉えることで，他所でも
同様に生じている観光地化の進行を敏感に感じ取
り，俗化の印象を受けるものと考えられる。一
方，「巡礼者＞ツーリスト」型は巡礼者に特徴的
な自己覚醒や自己確認の意識（青木，1985；星野，
2001）を「巡礼者＜ツーリスト」型より内在して
いると考えられ，そのことから斎場御嶽の観光地
化および俗化のような外的な変化をあまり感じな
い傾向にあると推察される。また，上記した台湾
人の多くはスピリチュアルな関心を有しているも
のの，来訪動機を世界遺産とする者が多かったこ
とから，「巡礼者＜ツーリスト」型に類すること
ができる。
他方で，日本人のうち複数回訪れている者はス
ピリチュアリティへの強い関心や目的意識を持つ
点で「巡礼者＞ツーリスト」型と捉えられる。し
かし，これら来訪者の中には斎場御嶽に対し俗的
な印象を抱く者もみられた。これは複数回にわた
り斎場御嶽を訪れる中で，以前とは異なる御嶽内
の状況や急増する来訪者に直面し（図15），次第
に俗的な印象を抱くようになったと推察すること
ができるだろう。
Ⅴ　おわりに
本稿は世界遺産の斎場御嶽を対象に日本人およ
び外国人来訪者の特性を検討した。斎場御嶽は世
界遺産登録以降に来訪者が急増し，とくに近年は
沖縄県への東アジアを中心とした外国人旅行者の
増加と連動する形で，外国人の姿もみられるよう
になった。既往の研究ではこの外国人来訪者は斎
場御嶽を理解することが困難であるとの指摘が
あった。しかし，本稿が台湾人と韓国人に行った
アンケート調査からは，来訪後に知識の増加がみ
られ，理解が深まったことが確認できた。とくに，
台湾人は韓国人よりも知識の増加が顕著であった
が，その要因として沖縄県に対する歴史・文化へ
の関心自体の差が関係していると考えられた。一
方，韓国人は斎場御嶽の歴史的・宗教的事象の理
解は深まらなかったものの，来訪者の中には御嶽
周辺の自然景観やその保護の状況に感銘を受ける
図15　斎場御嶽を訪れる日本人ツアー客
 （2018年5月撮影）
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者が存在した。この点は韓国人独自の理解のあり
方と位置づけられた。
近年の斎場御嶽はパワースポットとして注目を
集めており，日本人来訪者の多くはそうした関心
を有していた。来訪者はスピリチュアルな関心を
持つという共通点がありつつも，来訪者の中には
「巡礼者＞ツーリスト」型と「巡礼者＜ツーリス
ト」型と捉えられる二つのタイプがみられた。先
述のように門田（2017 b）はパワースポットブー
ム以降の斎場御嶽には「スピリチュアルな人」が
訪れるようになったとしているが，本稿ではこの
「スピリチュアルな人」の中にも斎場御嶽の印象
に対して多様な意識があることを明らかにした。
また，斎場御嶽に複数回訪れている日本人の多く
は前者のタイプと位置づけられるものの，斎場御
嶽の変化を度々経験することで俗的な印象を抱く
傾向にあることも新たに指摘した。
他方で，外国人とスピリチュアリティの関係に
ついては，台湾人がスピリチュアルな関心を有す
る者が多かったものの，「巡礼者＜ツーリスト」
型に位置づけることができた。この台湾人を含め
て外国人は総じて「巡礼者＞ツーリスト」型はみ
られなかった。
本稿では世界遺産に登録された聖地を対象に，
近年増加傾向にある外国人来訪者とともに，スピ
リチュアリティの関係にも視野を広げ，来訪者の
質的側面の分析を行ってきた。Ⅰでも言及したよ
うに，スピリチュアリティへの関心は日本のみな
らず世界的な潮流であり，高野山や熊野古道では
スピリチュアリティを動機とする外国人旅行者が
増加している。今後はこうした他の聖地や巡礼道
の動向についても検討し，斎場御嶽との共通点や
相違点を明らかにしていくことが必要であるだろ
う。また，その際には本稿で行ったような質的側
面からの分析が来訪者の特性や場所の変化を捉え
る上で重要であると考えられる。
［付記］
本稿の作成に際し，南城市観光商工課の喜瀬斗志也
氏，同市観光協会の屋我英樹氏，アマミキヨ浪漫の会
の石田英明氏には貴重なお話をお伺いすることができ
ました。また，アンケート調査では名桜大学国際学群
観光産業専攻学生の皆さん（6名）および同専攻の柳銀
珠先生にご協力いただきました。末筆ながら，記して
感謝申し上げます。
本研究は平成27年度科学研究費補助金基盤研究（A）
「世界遺産の創造と場所の商品化に関わる理論的・実証
的研究」（研究代表者：松井圭介），および平成30年度
科学研究費補助金若手研究「近現代の比叡山における
ツーリズム空間化による教団システムの変容」（研究代
表者：卯田卓矢）の研究費の一部を使用した。
注
1） 日本政府観光局（JNTO）の年別統計データ。
2） 「外国人宿泊客主要観光地別国別推計」和歌山県
『和歌山県観光客動態調査報告書』。なお，田辺市
の外国人宿泊客数は2012年の3,389人から2016年
に30,958人と約10倍に増加している。田辺市『平
成29年度　田辺市統計書』（p.28）。
3） スピリチュアルスポット，パワースポット，エネ
ルギースポットなどの呼称があるが，以下では一
般的に使用されているパワースポットに統一する。
4） 沖縄県『平成29年度観光要覧』。
5） 前掲4）。
6） 当初は『外国人観光客満足度調査』のタイトルで
あったが，2013年度以降に『外国人観光客実態調
査』へ変更された。ここでは後者に従う。
7） 香港は69.3％，中国は68.4％，アメリカ合衆国は
85.1％である。
8） 南城市企画課『南城市観光コア施設整備基本計画
報告書』（2018年）。
9） 世界遺産登録およびパワースポットブーム以降の
斎場御嶽の表象の変化については吉野（2012）お
よび卯田（2019）を参照。以下の記述は卯田（2019）
の第2章2節を再構成したものである。
10）『琉球新報』（2006年3月15日）。
11）以下の項では複数回訪れている者の分析は行わな
い。
12）南城市観光協会によると，台湾人の中にはビデオ
の内容の詳細を尋ねてくる者もおり，関心の高さ
がうかがえる。
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